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新しい学年、新しい教材
 生坂小学校３年生 初めての社会科

関連記事は6ページに掲載
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令和４年度がスタートしました
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

新入生８名、新しい先生方５名を迎えて全
校児童６５名、学校職員１８名で、令和４年
度の生坂小学校がスタートしました。学校目
標『一人ひとりが輝く生坂っ子』の実現に向
けて、持ち味を活かし、一人ひとりの児童に、
教職員一丸となって取り組んでまいります。
今年も、地域の皆様のご支援・ご協力をよろ
しくお願いいたします。 

～始業式での校長講話より

～  ひとりになれる

ひとつになれる 
学校教育目標は「一人ひと

りが輝く生坂っ子 －自ら
学び 共に生きる－」です。 
学年代表の３人が発表して
くれたように、皆さんも新し
い目標を考えて、一人ひとり
ががんばる気持ちでいると
思います。そのがんばりで自
信をもち、一人ひとりが輝い
ていくお手伝いを先生方で
していきます。 
先ほどの学校教育目標の
副題に「自ら学び 共に生
きる」とあります。これは
言い換えると「ひとりにな
れる ひとつになれる」と
私は思います。「ひとりにな
れる」とは、ひとりでやり
なさいということではあり
ません。『自分で考えられ
る』人になっていくことで
す。「ひとつになれる」と
は、『みんなと仲よくする』
人になっていくということ
です。これからも、「ひとり
になれる ひとつになれ
る」一人ひとりが輝く生坂
小をみんなで作っていきま
しょう。 

生坂村教育目標「故郷生坂を想い、生坂村と共に生きようとする人材の育成」を実現するため、生坂
小・中学校ではグランドデザインを小・中共通の様式に改めました。左下の図は、小学校では具体的に
どのような取組をしていくかを示した小学校版です。  

小学校だより
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学習が難しくなるから、学習を頑張りたい。特に数

学や理科などの理系科目が苦手だから、頑張ってい

きたい。五十嵐拓実 

部活、委員会など、やるべきことが多くなり大変だ

けど、楽しみながら新しいことにどんどん挑戦し、

一歩前進し続けたい。中山愛唯 

やったことのないことをやってみたいし、自分の好

きなことを見つけたい。はじめて保健委員会になっ

て、ちょっと心配だけど、みんなに知ってもらえる

ように頑張ろうと思った。櫻田ひかり 

勉強とサッカーの、どちらも全力で集中して頑張り

たいです。友達とどんどんコミュニケーションをと

りたいです。中学校は小学校と違っていろんな行事

があるので楽しみです。吉井智哉 

学習を頑張り、テストで 50 点以上を目指す。 

藤澤嘉人 

小学校の時よりも勉強が難しくなるから、しっかり

授業を聞いたり、書いたりしたいです。平林蘭 

小学校の時よりもやることがたくさん増えたので

それをやりとげたいです。まだ中学校についてわか

らないことがたくさんあるので、中学校で過ごす間

に、たくさんのことを知りたいです。皿井愛子 

小学校にはないかしわ祭と体育祭と、部活を頑張り

たい。中学校生活でこのクラスともお別れになるか

ら、みんなといろんな思い出を作りたい。腰原桜 

部活、勉強を頑張りたい。今までとは違うけどだん

だん慣れていきたいし、中間、期末テストとかも頑

張りたいです。平林杏奈 

中学校では、部活などで協力する、心を合わせると

いうことを頑張りたいです。森野晃如 

部活や勉強など、小学校とはちがうこともいっぱい

あるけど、本気でやって楽しみたい。平林紗妃 

私は、部活と勉強を頑張るのはもちろん、たくさん

の方々と中学校生活をよりよくしていきたいです。

生徒会も精一杯頑張っていきたいです。文化祭、体

育祭と色々な行事も楽しみです。平林真依 

勉強が難しくなったり、部活で忙しくなったりする

けど、規則正しい生活を送りたい。藤原優杏 

テスト範囲が広くなるため、しっかり勉強して良い

点数をとれるように頑張りたいです。亀井美濃 

小学校とはちがい、習ったことをまとめてテストす

るので、小学校より難しくなった勉強を全力で頑張

りたいと思います。楽しみなことは、部活です。先

輩達から教わりながら、楽しくできればいいなと思

いました。市川結唯 

中学校だより



6

村
独
自
の
支
援
金
制
度「
絆

づ
く
り
支
援
金
」
の
今
年
度
事

業
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

こ
の
支
援
金
制
度
は
、地
区
や

各
種
団
体
の
皆
さ
ん
が
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
地
域
振
興
や

活
性
化
の
た
め
、自
主
的
に
取
り

組
む
協
働
事
業
に
か
か
る
経
費

に
対
し
て
、村
が
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
の
交
付
を
行
う
制
度

で
す
。

今
年
度
、
事
業
を
希
望
す
る

場
合
は
、指
定
の
申
請
書
に
よ
り

村
づ
く
り
推
進
室
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

事
業
計
画
や
申
請
に
つ
い
て

は
、
村
づ
く
り
推
進
室
ま
た
は
、

地
区
担
当
職
員
が
ご
相
談
に
対

応
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◦
補
助
対
象
事
業

地
域
振
興
や
活
性
化
の
た
め

に
区
や
常
会
、五
名
以
上
の
村
民

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
て
主
に

村
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
が

自
主
的
、
主
体
的
に
取
り
組
む

事
業
で
す
。

た
だ
し
、営
利
を
目
的
と
し
た

収
益
事
業
や
宗
教
的
・
政
治
的

な
催
し
、ほ
か
の
補
助
金
制
度
の

助
成
対
象
と
な
っ
て
い
る
事
業

等
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

◦
支
援
金
補
助
率

事
業
交
付
対
象
経
費
の
七
割

以
内
、限
度
額
三
〇
万
円
ま
で

◦
交
付
対
象
事
業
年
度

同
一
事
業
を
複
数
年
に
わ
た

り
実
施
す
る
場
合
は
、原
則
三
年

以
内
を
限
度
と
し
て
、補
助
対
象

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、特
別
な
理
由
に
よ
り

村
長
が
認
め
た
事
業
に
つ
い
て

は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
交
付
申
請
書
の
提
出
期
限

　
六
月
三
〇
日（
木
）ま
で

詳
し
く
は
、村
づ
く
り
推
進
室

へ�

☎
六
九
‐
三
一
一
一

三
年
生
に
な
り
、理
科
、総
合
、

外
国
語
活
動
の「
英
語
」な
ど
新

し
い
教
科
が
た
く
さ
ん
始
ま
り

ま
し
た
。そ
し
て
、四
月
か
ら
は

社
会
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
社
会
で
は
、学
校
周

辺
の
こ
と
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
バ
イ
ン
ダ
ー
を

片
手
に
、春
の
生
坂
を
歩
き
回
り

生
坂
小
学
校
周
辺
の
地
図
を
作

り
ま
し
た
。道
と
小
学
校
の
み
を

書
い
た
白
地
図
を
渡
し
、畑
や
家

な
ど
の
場
所
を
地
図
に
書
き
込

ん
で
い
き
ま
し
た
。学
校
の
周
り

を
東
西
南
北
に
分
け
、四
回
に
わ

た
っ
て
探
検
し
、地
図
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。三
年
生
に
と
っ
て
初

め
て
の
地
図
。現
在
地
を
把
握
す

る
の
は
大
変
で
、何
度
も
地
図
の

上
で
迷
子
に
な
り
な
が
ら
書
き

き
り
ま
し
た
。細
か
い
字
で
建
物

や
畑
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
書
き

込
ん
だ
の
で
、白
か
っ
た
地
図
は

真
っ
黒
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。途

中
で
生
え
て
い
た
タ
ラ
の
芽
の

位
置
を
書
き
込
ん
で
い
る
子
も

い
て
、個
性
あ
ふ
れ
る
地
図
が
完

成
し
ま
し
た
。

令和３年度の実施事業一覧表

申請団体 事業名 事業内容

１ 古坂区
古坂神明・諏訪
社舞台建屋保全
事業

・古坂神明・諏訪社の舞台
建屋の修繕

２
大日向

葡萄生産
組合

地域まるごと安心・
安全ネットワーク
事業

・ぶどう農家と地区の役員
による見守り、声掛け実施

・防犯設備及び看板の設置

３ 生坂村
観光協会

Let' enjoy いくさ
かを五感で感じる
観光事業

・道の駅を核としたサイク
ルツーリズムの促進

・観光バッチ作成と PR

４ 下生野区 田島堂修復事業 ・田島堂の軒裏張替え工事

５ 下生坂区 下生坂体育館倉
庫増設事業

・下生坂体育館の倉庫増設
工事

計 ５団体　５事業

事業申請から交付までの流れ

申請書の提出

令和４年６月30日（木）までに、交付申請書により提出します。

➡
選定委員会の審査

選定委員会の委員は、職名等により５名以内で組織し審査
を行い、交付（不交付）決定を行います。申請団体の代表の
方にご出席いただき、説明をしていただきます。

➡
交付（不交付）決定通知

事業に着手。交付決定後に、事業内容等を変更しようとする
ときは、変更交付申請書等を提出し、その承認が必要です。

➡
実績報告書及び請求書の提出

事業完了後は、30日以内または年度の末日のいずれか早い
日に、必要書類を添付し実績報告書を提出します。

表
紙
の
話
題

表
紙
の
話
題

令
和
四
年
度
「
生
坂
村
絆
づ
く
り
支
援
金
」

令
和
四
年
度
「
生
坂
村
絆
づ
く
り
支
援
金
」

事
業
を
募
集
し
ま
す

事
業
を
募
集
し
ま
す
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～
母
と
子
の
子
育
て
～

三
歳
ま
で
に
歯
み
が
き

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

赤
ち
ゃ
ん
の
む
し
歯
の
原
因

む
し
歯
は
む
し
歯
菌（
ミ
ュ
ー

タ
ン
ス
菌
）に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。と
こ
ろ
が
、生
ま
れ
た
時
の

赤
ち
ゃ
ん
の
口
に
は
、む
し
歯
菌

は
い
ま
せ
ん
。む
し
歯
菌
の
多
く

は
、お
母
さ
ん
の
お
口
か
ら
入
っ

て
く
る
と
い
う
事
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。出
産
前
に
お
母
さ
ん
の

虫
歯
菌
を
ゼ
ロ
に
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

楽
し
い
歯
み
が
き
タ
イ
ム
に

し
ま
し
ょ
う
。生

坂
村
歯
科
診
療
所
　

お
母
さ
ん
は
胡
坐
を
か
き
、股

の
間
に
赤
ち
ゃ
ん
の
頭
を
包
み

込
む
よ
う
に
す
る
と
安
心
し
ま

す
。あ
ご
を
や
さ
し
く
手
で
支
え

ま
す
。歌
を
歌
っ
た
り
、数
を
数

え
た
り
す
る
と
さ
ら
に
効
果
的

で
す
。

歯
ブ
ラ
シ
は
ヘ
ッ
ド
が
小
さ

い
物
を
選
び
、鉛
筆
を
持
つ
よ
う

に
し
て
、毛
先
を
歯
に
対
し
て
垂

直
に
当
て
、軽
い
力
で
横
に
小
刻

み
に
動
か
す
。上
唇
の
裏
側
に
あ

る
ヒ
ダ「
上
唇
小
帯
」は
歯
ブ
ラ

シ
が
当
た
る
と
痛
い
の
で
、人
差

し
指
で
カ
バ
ー
す
る
。

絶
対
に
や
ら
な
い
で
！

・
フ
ー
フ
ー
と
息
を
か
け
て
冷

ま
し
た
離
乳
食
を
与
え
る
。

・
大
人
が
口
に
入
れ
た
ス
プ
ー

ン
や
フ
ォ
ー
ク
や
箸
で
養
わ

な
い
。

・
お
口
に
キ
ス
を
す
る
。

仕
上
げ
磨
き
の
コ
ツ

　
下
の
前
歯
が
生
え
て
き
た
ら
、

保
護
者
み
が
き
の
ス
タ
ー

ト
！ま

ず
は
ガ
ー
ゼ
を
指
に
巻
き
、

ぬ
る
ま
湯
を
含
ま
せ
て
か
ら
、赤

ち
ゃ
ん
の
歯
を
や
さ
し
く
ぬ
ぐ

い
ま
す
。

　
上
の
前
歯
が
生
え
て
き
た
ら
、

歯
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
み
が
き
ま

し
ょ
う
。と
く
に
上
の
前
歯
は
む

し
歯
に
な
り
易
い
の
で
、歯
と
歯

の
間
、歯
と
歯
肉
の
境
目
を
丁
寧

に
み
が
き
ま
し
ょ
う
。

　
乳
臼
歯
の
生
え
始
め
は
溝
に

汚
れ
が
た
ま
り
や
す
い
の
で
、保

護
者
み
が
き
は
念
入
り
に
。

雨
に
洗
わ
れ
た
緑
色
が
鮮
や

か
に
映
え
る
気
持
ち
の
良
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
田
畑
の
作

業
も
一
層
精
が
出
る
事
と
思
わ

れ
ま
す
。
初
夏
の
日
差
し
を
浴

び
て
汗
を
か
い
た
後
は
、
や
ま

な
み
荘
の
大
浴
場
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
入
浴

後
の
生
ビ
ー
ル
は
格
別
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

や
ま
な
み
荘
で
は
、
六
月
よ

り
村
内
の
方
を
対
象
に
、
夜
の

部
の
広
間
で
お
手
軽
プ
ラ
ン
と

し
て
、
生
ビ
ー
ル
プ
ラ
ン
を
開

催
し
ま
す
。つ
ま
み
セ
ッ
ト
、生

ビ
ー
ル
二
杯
で
お
一
人
様
三
千

円
で
す
。
三
日
前
の
ご
予
約
で

送
迎
も
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
五
月
中
に
つ
い
て
は
、
前
半

に
「
山
菜
フ
ェ
ア
」
後
半
は
「
海

鮮
丼
フ
ェ
ア
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
山
菜
フ
ェ
ア
は
弁
当
、
定

食
、
御
膳
と
そ
れ
ぞ
れ
大
勢
の

方
に
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

海
鮮
丼
フ
ェ
ア
も
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。五
月
い
っ
ぱ
い

お
召
し
上
が
り
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
す
が
す
が
し
い
こ
の
季
節
、

電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
で

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。レ
ン
タ
ル
料
は

無
料
で
す
。
や
ま
な
み
荘
で
作

成
し
た
マ
ッ
プ
を
配
り
ご
案
内

し
ま
す
。楽
々
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で

気
分
転
換
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

ゆ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘
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村が発行するクーポン券をご利用いただくことで、医療機関での女性のがん検診（乳がん検診、子宮
頸がん検診）を、村の検診と同じ価格で受診できます。クーポン券は人間ドック受診時の利用も可能で
す。ぜひご利用ください。（村の集団検診かクーポン利用の個別検診どちらか一方の受診となります。）
なお、3月の健診申込み書で申し込みをされた方は、4月上旬にクーポンを発送しましたのでご確
認ください。

20歳以上の女性の方へ

医療機関で乳がん検診・子宮頸がん検診を
予定されている方は、クーポン券をご利用ください。

生坂村役場　健康福祉課

乳がん検診（マンモグラフィー） 子宮頸がん検診

対象年齢 40～ 74歳 20歳以上

受診料
※自己負担分

1,000円
（41・46・51・56・61歳は無料）

700円
（21・26・31・36・41歳は無料）

利用できる
医療機関

申込み時、健康福祉課にご相談ください。

利用のながれ

①申込み：健康福祉課（生坂村健康管理センター）へ電話、メール、ファック
スで申込み。

　　　　　申込みは、令和５年１月末まで受け付けています。
②クーポン郵送：申込み後、クーポン券と受診料の納付書が自宅に届きます。
③予約・受診：各自、医療機関へ予約し、受診します。
④支払：受診時、窓口での支払いはありません。
　　　　受診後、納付書で自己負担分の受診料の支払いをします。

お問い合わせ
お申込み先

生坂村役場　健康福祉課　健康づくり係（生坂村健康管理センター）
　　電話　0263-69-3500　　　　ファックス　0263-69-3505　
　　メール　kenkokanri@vill.ikusaka.nagano.jp

※年齢は、すべて令和５年３月末時点の年齢です。
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介護のこと 

利用を希望される方のお身体

の様子によって、利用できるサ

ービスが異なります。 

 

 

 
「成年後見制度」等のご案内や利用の支援を

行っています。お気軽にご相談ください。 

物忘れが目立つようになり、お金の管理が 

不安になってきた。頼れる家族はいない。 

どうしたらよいか？ 

村や社会福祉協議会で行ってい

る介護予防の教室をご紹介しま

す。

保健師・管理栄養士がご説明しま

す。 
医療機関に定期受診されている

方も、１年に１回、身体全体の健

康状態をみる健康診断受診をお

勧めします。 

まずは、お電話でご相談ください。 
その後の流れをご説明いたします。 

 
介護保険で 

使えるサービスを知りたい。 

病院から介護保険の申請をする

ように言われたが、何からやれ

ば良いか？ 

足腰が弱くなり転倒が心配。 

運動教室に参加したい。 

 

血液検査の 

結果の見方を知りたい。 

健康のこと 

お金・ 

財産管理のこと 
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《問い合わせ先》

 
生坂村 6043-1 生坂村地域包括支援センター   

（生坂村健康管理センター内）    ☎０２６３－６９－３５００ 

家族のこと 

令和 4 年度より、高齢者訪問の対象を

拡充し、日中独居となる高齢者宅へも

月に 1 回程度訪問します。希望される

方は、下記まで申し込みください。個

人情報のため、訪問は申込み制とさせ

ていただきます。 
また、地元のサークル等の紹介も行い

ます。 

昼間、高齢者一人で 

過ごしているので心配。 

 
あなたのご近所に、心配な高齢

者や住民はいませんか？ 
『あれ？』『今までと様子が違う

気がする…』等、周りの方の小さ

な気づきがとても大事です。気

になることがあれば、ぜひ情報

をお寄せください。 
秘密は守られます。 

 

近所の方のこと 

　
こ
こ
ろ
の
不
調
を
感
じ
て
い

る
方
、
ま
た
そ
の
ご
家
族
を
対

象
に
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
物
忘
れ
、
外
出
が
億
劫
に
な

る
、眠
れ
な
い
、食
欲
が
な
い

・
気
分
の
落
ち
込
み
や
被
害
的

な
気
持
ち
に
な
り
が
ち
、
人

の
目
が
気
に
な
る
、
消
え
て

し
ま
い
た
い
と
思
う
等
こ
こ

ろ
の
不
調

・
ア
ル
コ
ー
ル
、薬
物
、ギ
ャ
ン

ブ
ル
等
へ
の
依
存
傾
向

な
ど
に
つ
い
て
専
門
医
が
お

話
を
伺
い
ま
す
。

専
門
医
へ
の
受
診
を
迷
っ
て

い
る
方
も
是
非
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
利
用
や
内
容
に
つ
い
て

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

開
催
日
：
六
月
一
五
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
（
予
約
制
）

場
所
：
生
坂
村
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
（
ご
自
宅
へ
の
訪

問
も
可
能
で
す
）

費
用
：
無
料

申
込
み
：
六
月
一
〇
日
ま
で
に

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
六
九-

三
五
〇
〇
）

保
健
師
あ
て
連
絡

　
な
お
、精
神
科
・
心
療
内
科
に

か
か
っ
て
い
な
い
方
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

精
神
科
医
師
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」

精
神
科
医
師
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

開
催
の
お
知
ら
せ
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長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
高
齢
者
の
方
の

健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し

て
歯
科
口
腔
健
診
を
行
い
ま

す
。高

齢
に
な
る
と
、
む
せ
こ
ん

だ
り
、
の
ど
に
つ
か
え
た
り
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
、
こ
れ
ら

が
原
因
で
誤
嚥（
ご
え
ん
せ
い
）

肺
炎
（
細
菌
が
唾
液
や
胃
液
と

共
に
肺
に
流
れ
込
ん
で
生
じ
る

肺
炎
）
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

お
口
の
健
康
は
、
身
体
の
健

康
へ
の
第
一
歩
で
す
。
固
い
も

の
が
食
べ
に
く
い
、
入
れ
歯
が

合
わ
な
い
、
特
に
自
覚
症
状
は

な
い
が
、
お
口
の
状
態
を
確
認

し
た
い
方
な
ど
、
費
用
は
無
料

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

・
対
象
者

①
昭
和
二
一
年
四
月
一
日
～
昭

和
二
二
年
三
月
三
一
日
生
ま

れ
の
被
保
険
者
（
令
和
三
年

度
に
七
五
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
た
方
）

・
受
診
時
に
必
要
な
も
の

　
受
診
券

　
被
保
険
者
証

　
お
薬
手
帳（
無
い
場
合
は
、不

要
で
す
）

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
保
健
事
業
室

　（
電
話
　
〇
二
六-

二
二
九-

五
三
二
〇
）

②
昭
和
一
七
年
四
月
一
日
～
昭

和
二
一
年
三
月
三
一
日
生
ま

れ
の
被
保
険
者
（
令
和
三
年

度
に
七
六
～
七
九
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
た
方
）の
う
ち
、直

近
で
生
活
習
慣
病
に
係
る
受

診
を
さ
れ
た
経
歴
が
あ
り
、

か
つ
、
令
和
三
年
度
に
歯
科

医
療
の
受
診
が
な
か
っ
た
方

・
案
内
通
知
な
ど
　
六
月
下
旬

に
対
象
者
に
対
し
、
案
内
通

知
と
受
診
券
を
送
付
し
ま

す
。

・
健
診
期
間

　
令
和
四
年
七
月
一
日（
金
）か

ら
令
和
四
年
一
二
月
三
〇
日

（
金
）

・
健
診
費
用
　
無
料

※
健
診
に
よ
り
治
療
が
必
要
な

場
合
は
、
そ
の
治
療
費
は
本

人
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
対
象
医
療
機
関
　
県
歯
科
医

師
会
所
属
の
歯
科
医
院
（
一

部
の
病
院
を
除
く
）

・
予
約
方
法
　
対
象
医
療
機
関

へ
直
接
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

令
和
四
年
度
は
、
小
学
校
六

年
生
か
ら
高
校
一
年
生
の
女
子

が
Ｈ
Ｐ
Ｖ（
子
宮
頚
が
ん
）ワ
ク

チ
ン
定
期
接
種
の
対
象
と
な
り

ま
す
が
、今
ま
で
、積
極
的
な
勧

奨
を
差
し
控
え
て
い
る
間
に
接

種
機
会
を
逃
し
た
方
に
対
し

て
、あ
ら
た
め
て
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
機
会
を
ご
提
供
し

ま
す
。

【
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対
象
者
】

・
平
成
九
年
四
月
二
日
生
ま
れ

～
平
成
一
八
年
四
月
一
日
生

ま
れ
の
女
性

・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

規
定
接
種
回
数（
三
回
）受
け

て
い
な
い
未
接
種
者
・
接
種

中
断
者

・
接
種
時
に
生
坂
村
に
住
民
登

録
が
あ
る
方

【
接
種
回
数
】

　
未
接
種
の
方
は
三
回
　

　
接
種
中
断
者
は
不
足
回
数

【
接
種
期
間
】

　
令
和
四
年
四
月
～

　
令
和
七
年
三
月
三
一
日
ま
で

【
接
種
費
用
】

　
無
料

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

生
坂
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　（
電
話
六
九-

三
五
〇
〇
）

　
接
種
費
用
の
払
い
戻
し

　（
償
還
払
い
）

任
意
接
種
で
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
さ
れ
た
方
に
、
接
種

費
用
の
払
い
戻
し（
償
還
払
い
）

を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象

者
の
う
ち
、
定
期
接
種
を
受
け

て
お
ら
ず
、
定
期
接
種
の
対
象

年
齢
を
過
ぎ
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
令
和
四
年
三
月
三

一
日
ま
で
に
自
費
で
受
け
た
方

【
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
坂
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　（
電
話
六
九-

三
五
〇
〇
）

歯
科
口
腔
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

歯
科
口
腔
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う  

～
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診
～

～
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診
～

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
種
開
始

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
種
開
始
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生活習慣病等の早期発見、重病化防止を目的とし被保険者の健康保持・増進を図るため、人間 

ドック・脳ドックの費用の一部を助成します。 

 

● 生坂村国民健康保険被保険者 

※脳ドックは、令和 4年度中に 35・40・45・50・55・60・65・70

歳となる方 

● 長野県後期高齢者医療の被保険者 

● 村税及び後期高齢者医療保険料の滞納がない方 

● 脳 ド ッ ク   

※助成金の申請は、人間ドック・脳ドックそれぞれ年１回までです。

※脳ドックの助成は、特定健診項目を満たした健診または人間ドッ

クを受診した方に限ります。 

☑人間ドック脳ドック助成金交付申請書兼請求書 

 ☑領収書 

 ☑振込口座のわかるもの 

 ☑印鑑 

 ☑被保険者証 

 ☑人間ドック・脳ドック受診結果 

 ☑健康診査問診票 

助成券制度について
 

北アルプス医療センターあづみ病院での人間ドック受診に限り、窓口で支払う

自己負担額（受診料）が少なくて済む、助成券制度があります。 

助成券を利用される場合は、受診日の２週間前までに健康福祉課または住民課

で手続きを行ってください。 

マイナンバーカードが健康保険
証として利用できるようになり
ます！ 
まだお持ちでない方はぜひ取得
してご利用ください。 

生坂村国民健康保険・後期高齢者医療 

人間ドック・脳ドック助成金制度のご案内 

実 施 期 間 

助成対象者 

助 成 額 

申 請 方 法 

● 日帰りドック   ２５，０００円

１０，０００円 

ドック受診後、次の書類等を添えて健康福祉課または住民課へ申請し

てください 

問い合わせ：健康福祉課（☏０２６３－６９－３５００）

住民課（☏０２６３－６９－３１１３）

令和４年４月１日（金） ～ 令和５年３月３１日（金）

● 一泊ドック   ３０，０００円
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二
月
・
三
月
の
歩
こ
う
部
の

活
動
報
告
で
す
。

景
色
や
色
と
り
ど
り
の
花
を

見
な
が
ら
歩
く
の
が
、
楽
し
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

三
月
一
日
は
、ロ
ン
グ
お
散
歩

コ
ー
ス（
上
生
坂
～
草
尾
）を
歩

き
ま
し
た
。三
月
に
入
っ
た
ば
か

り
で
ま
だ
寒
い
時
期
で
し
た

が
、元
気
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　
三
月
一
六
日
は
、メ
タ
ボ
解
消

コ
ー
ス（
下
生
野
～
日
岐
）を
歩

き
ま
し
た
。

休
憩
の
場
所
に
、
ふ
き
の
と

う
が
顔
を
出
し
て
お
り
、「
あ
っ

た
よ
。」
と
み
ん
な
で
宝
探
し
の

よ
う
に
探
し
、
楽
し
い
休
憩
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

三
月
二
四
日
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
で
け
ん
玉
講
座
を

行
い
ま
し
た
。

四
月
五
日
は
、小
立
野
ハ
ナ
モ

モ
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ

蕾
の
状
態
で
花
を
見
る
こ
と
が

で
き
ず
残
念
で
し
た
。「
来
年

は
、見
た
い
ね
。」と
話
し
な
が
ら

歩
い
て
い
ま
し
た
。

四
月
二
〇
日
は
、
ぐ
る
ぐ
る

万
平
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。一

八
名
の
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

桜
の
花
は
散
っ
て
い
ま
し
た

が
、皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
ペ

ー
ス
で
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま

し
た
。

�

春
休
み
と
い
う
事
も
あ
り
、
児

童
ク
ラ
ブ
に
通
っ
て
き
て
い
る

子
ど
も
た
ち
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
、
世
代
を
超
え
て
楽
し
い

時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
の
授
業

で
取
り
組
ん
だ
と
の
こ
と
で
、も

し
か
め（
大
皿
と
子
皿
を
交
互

に
乗
せ
て
繰
り
返
す
技
）
を
上

手
に
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

世
代
を
問
わ
ず
で
き
る
ゲ
ー
ム

を
皆
で
楽
し
み
、
と
て
も
素
敵

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

四
月
に
入
り
、
お
花
の
季
節

に
な
っ
て
歩
き
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

毎
年
、
四
月
は
皆
さ
ん
ハ
ナ

モ
モ・
桜
の
時
期
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

野
山
の
緑
が
い
っ
そ
う
さ
わ

や
か
に
映
え
、
初
夏
の
風
を
感

じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

山
菜
も
一
斉
に
芽
を
吹
き
、

直
売
所
に
た
く
さ
ん
並
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
『
か
あ
さ
ん

家
』の
食
堂
で
は
、こ
の
時
期
限

定
の『
よ
も
ぎ
う
ど
ん
』が
お
勧

め
で
す
。
春
の
若
葉
を
練
り
込

ん
で
こ
し
が
あ
り
、
よ
も
ぎ
の

香
り
が
春
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
一
品
で
す
。

お
ま
ん
じ
ゅ
う
や
お
や
き
を

買
っ
て
食
べ
る
側
か
ら
、
か
あ

さ
ん
家
商
品
を
売
る
立
場
と
な

っ
て
、
早
二
年
半
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

朝
早
く
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
部
署
で
は
、
次
か
ら
次
へ
と

商
品
が
出
来
上
が
っ
て
い
き
ま

す
。
手
が
空
い
て
い
れ
ば
皆
で

応
援
し
、
助
け
合
い
な
が
ら
商

品
を
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

若
い
方
か
ら
年
配
の
方
ま
で
、

ワ
ン
チ
ー
ム
で
の
作
業
は
ス
ム

ー
ズ
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
職
場
で
働
く
よ
う
に
な

っ
て
、
意
欲
を
も
っ
て
元
気
に

働
い
て
い
る
先
輩
方
の
姿
に
、

毎
日
元
気
を
頂
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、子
育
て
し
な
が
ら『
生
坂

の
味
』
伝
承
に
頑
張
っ
て
い
る

若
い
メ
ン
バ
ー
の
姿
は
、
生
坂

村
の
明
る
い
未
来
を
想
像
し
、

嬉
し
く
な
り
ま
す
。

私
は
直
売
所
で
販
売
を
担
当

し
て
い
ま
す
が
、一
期
一
会
を
大

切
に
、今
ま
で
以
上
に
心
の
こ
も

っ
た
お
も
て
な
し
で
お
客
様
を

お
迎
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
店
を
笑
顔
で
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〜
真
心
こ
め
て

　
お
も
て
な
し
〜

か
あ
さ
ん
家

　
腰 

原  

秀 

子

歩
こ
う
部
　
活
動
紹
介

歩
こ
う
部
　
活
動
紹
介
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食生活改善推進協議会★おすすめメニュー

 寒天は食物繊維が豊富に含まれている食品として知られています。食物繊維は、小腸で消化・吸
収されずに大腸まで達する食品成分です。便秘の予防をはじめとする整腸効果だけでなく、血糖
値上昇の抑制、血液中のコレステロール濃度の低下など、多くの生理機能が明らかになっていま
す。しかし、現在の日本人の摂取量は減少傾向と言われていますので、意識して摂取する必要が
あります。
 今月は「寒天と野菜のゴマすりあえ」のレシピをご紹介します。この料理は、いろいろな野菜を糸
寒天に合わせることで食べやすくなっています。また、すりごまと酢を使って調味するため、塩分
が少なくてもおいしくいただけます。ぜひご家庭でお試しください。

【作り方】

① 糸寒天は水で戻し、ざるにあげて水気をきる。

② きゅうり、生しいたけは千切り、キャベツは細切りに

する。

③ 生しいたけとキャベツは熱湯でしんなりするまでゆ

で、ざるにあげて水気をきる。

④ 水気をしぼった①～③をすべて混ぜ、Aの調味料を

加えて味を整える。

寒天と野菜のゴマすりあえ

１人分  栄養価

エネルギー　40kcal

タンパク質　1.7g

脂　　　質　1.5g

カルシウム　56mg

鉄　　　分　0.5mg

食塩相当量　0.4g

食 物 繊 維　2.3g

材  料（6人分）

糸寒天 ６ｇ

きゅうり １２０ｇ

生しいたけ ６０ｇ

キャベツ １８０ｇ

　　　すりごま 大さじ１,２/３

　　　酢 大さじ２

　　　しょうゆ 大さじ1

　　　砂糖 小さじ４

A

副菜
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令
和
二
年
度
よ
り
猟
友
会
へ

入
会
し
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
に

従
事
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
狩

猟
免
許
取
得
や
更
新
に
か
か
る

一
部
経
費
に
対
し
て
補
助
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

補
助
内
容
は
、
免
許
受
験
申

請
手
数
料
と
免
許
更
新
手
数
料

に
対
し
て
全
額
を
補
助
し
ま

す
。本

年
度
の
松
本
地
区
狩
猟
免

許
試
験
は
、
次
の
と
お
り
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
松
本
地
域
振

興
局
林
務
課
林
務
係
（
☎
四
〇

-

一
九
二
六
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　※
令
和
四
年
度
の
狩
猟
免
許
試

験
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
や
日

程
等
の
変
更
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　
村
で
は
、
村
内
で
事
業
を
営

ん
で
い
る
農
業
者
や
商
工
業
者

な
ど
、
そ
の
事
業
の
承
継
と
持

続
的
な
維
持
や
発
展
を
目
的
に

「
生
坂
村
農
業
・
商
工
業
等
後
継

者
支
援
事
業
補
助
金
」
制
度
を

新
設
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
補
助
金
の
対
象
者
は
、

経
営
を
引
き
継
ぐ
後
継
者
で
村

内
に
住
所
が
あ
り
、
申
請
時
の

年
齢
が
四
五
歳
未
満
、
就
業
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以

上
五
年
未
満
の
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、役
場
振
興
課（
☎

六
九-

三
一
一
二
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
野
県
で
は
、
満
一
八
歳
以

上
で
林
業
に
携
わ
っ
て
い
る
方

や
森
林
を
所
有
す
る
方
等
を
対

象
に
、
林
業
技
術
者
養
成
講
習

を
開
講
し
ま
す
。

本
年
度
の
開
催
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。

�

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

松
本
地
域
振
興
局
林
務
課
普
及

係（
☎
四
〇-

一
九
二
八
）ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
許
の
取
得
・
更

狩
猟
免
許
の
取
得
・
更

新
を
予
定
す
る
皆
様
へ

新
を
予
定
す
る
皆
様
へ

農
業
、
商
工
業
等
の

農
業
、
商
工
業
等
の

後
継
者
の
皆
さ
ん
を

後
継
者
の
皆
さ
ん
を

支
援
し
ま
す

支
援
し
ま
す

令
和
四
年
度
林
業
技
術

令
和
四
年
度
林
業
技
術

者
養
成
講
習
（
伐
木
造

者
養
成
講
習
（
伐
木
造

材
課
程
）
に
つ
い
て

材
課
程
）
に
つ
い
て

初心者講習会 狩猟免許試験 備　考

第１回 令和４年
６月12日（日）

令和４年
６月18日（土）

会場：安曇野市三郷公民館
※網猟免許試験は実施しない

第２回 令和４年
８月21日（日）

令和４年
８月28日（日） 会場：安曇野市堀金公民館

第４回 令和５年
２月11日（土）

令和５年
２月18日（土） 会場：松本合同庁舎

事業種類 補助内容 補助額 備考

就業補助 農業者又は商工業者等が営む
後継者の就業における補助 50万円

１経営体につき１名とし、国、
県、村、他団体等から同様の趣
旨の補助金等を受けていない方

設備補助 後継者が事業承継のために
整備する設備に対する補助

上限100万円
対象経費の３分の１以内

狩猟免許試験及び初心者講習会

伐木造材課程

第２回 6月22日～ 6月24日

第３回 10月12日～ 10月14日

第４回 11月30日～ 12月 2日

第５回 3月 1日～ 3月 3日
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今
年
度
も
、大
城
・
京
ヶ
倉
の

登
山
道
整
備
を
四
月
一
三
日

（
水
）
に
行
い
ま
し
た
。

大
城
・
京
ヶ
倉
の
標
高
は
決

し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
通

常
の
里
山
登
山
と
は
違
い
、所
々

険
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
大
好
き
隊
の
皆

さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、

倒
木
の
撤
去
作
業
や
、
番
線
の

緩
ん
だ
は
し
ご
の
修
理
、
劣
化

し
た
ロ
ー
プ
の
張
替
え
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
汗

を
か
き
な
が
ら
の
作
業
で
し
た

が
、
登
山
道
の
合
間
か
ら
の
ぞ

く
満
開
の
山
桜
や
、
遠
方
に
雪

を
抱
い
た
北
ア
ル
プ
ス
の
眺
め

に
疲
れ
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
初
夏
の
風
が
吹

く
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

　
四
月
、
直
売
所
で
は
、
山
ウ

ド
、タ
ラ
の
芽
、ワ
ラ
ビ
、ふ
き

の
と
う
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
な
ど
の

山
菜
が
並
び
は
じ
め
、菜
の
花
、

ナ
ズ
ナ
な
ど
の
春
野
菜
や
原
木

シ
イ
タ
ケ
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
や
エ
ン
ド
ウ
等
、

地
元
産
の
新
鮮
な
農
産
物
が
生

産
者
の
皆
さ
ん
か
ら
出
荷
さ

れ
、
大
勢
の
お
客
様
に
お
買
い

求
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
四
月
一
六
日
（
土
）

に
は
、
毎
月
恒
例
の
特
産
市
を

開
催
し
、
お
じ
さ
ま
倶
楽
部
の

「
手
打
ち
生
そ
ば
」、女
・
人
竹
っ

こ
く
ら
ぶ
の
「
石
焼
き
竹
っ
こ

お
や
き
」、「
お
い
し
ん
棒
」、「
竹

っ
こ
弁
当
」、生
坂
ハ
チ
ク
の
会

の
「
惣
菜
各
種
」、
や
ま
な
み
荘

の「
焼
き
餃
子
」、「
川
魚
唐
揚
」、

「
お
か
ら
メ
ン
チ
ハ
ン
バ
ー
グ

サ
ン
ド
」、「
灰
焼
き
お
や
き
」を

販
売
し
て
、
会
場
を
盛
り
上
げ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

各
団
体
の
皆
さ
ん
、
生
産
者

の
皆
さ
ん
、道
の
駅
い
く
さ
か
の

登
山
道
整
備
は
安
全
に
登
山

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
、
春
と
秋
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

古
き
歴
史
を
感
じ
、
季
節
に

よ
っ
て
異
な
っ
た
顔
を
見
せ
る

大
城
・
京
ヶ
倉
は
、様
々
な
発
見

と
ち
ょ
っ
と
し
た
探
検
気
分
を

味
わ
え
る
山
で
す
。

お
出
か
け
の
際
は
、
登
山
装

備
を
き
ち
ん
と
準
備
し
、大
城
・

京
ヶ
倉
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
満

喫
し
て
く
だ
さ
い
。

郷
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、五
月
下
旬
頃
か
ら
は
、

旬
の
ハ
チ
ク
の
出
荷
が
始
ま
り

ま
す
の
で
、
い
く
さ
か
の
郷
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
で

は
、
お
客
様
に
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
く
た
め
、引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

○
放
送
大
学
は
、一
〇
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
十
代
か
ら
九
十
代
の
幅
広
い

世
代
、約
九
万
人
の
学
生
が
、大

学
を
卒
業
し
た
い
、学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
、様
々
な
目
的
で
学

ん
で
い
ま
す
。

○
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学・情
報・自
然
科
学
な
ど
、約

三
百
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、一
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
放
送
授
業
一
科
目
の
授
業
料

は
一
万
一
千
円（
入
学
金
は
別
）。

半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
だ
け
の

授
業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

○
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

○
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。お
気
軽
に
放
送
大
学
長

野
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎︎
〇
二
六
六

-

五
八-

二
三
三
二
）
ま
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

○
出
願
期
間
は
、第
一
回
は
八
月

三
一
日
ま
で
、第
二
回
は
九
月
十

三
日
ま
で
。

大
城
・
京
ヶ
倉
の
登
山

大
城
・
京
ヶ
倉
の
登
山

道
整
備
を
行
い
ま
し
た

道
整
備
を
行
い
ま
し
た

放
送
大
学
入
学
生
募
集

放
送
大
学
入
学
生
募
集

の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り
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集
落
支
援
員
の
本
田
で
す
。

こ
の
四
月
か
ら
田
舎
体
験
ハ

ウ
ス
の
管
理
業
務
か
ら
高
津
屋

森
林
公
園
の
管
理
業
務
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
今
の
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
も

あ
り
高
津
屋
森
林
公
園
の
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
を
キ
ャ
ン
プ
場

駅
駅
長
募
集
を
見
つ
け
ま
し
て
、

応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
店
舗
な
ど
の
運
営
経
験
が

な
い
た
め
、
残
念
な
が
ら
駅
長

で
は
な
く
、
駅
長
“
補
佐
”
と
い

う
形
で
採
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
、
東
京
で
イ
ベ
ン
ト
、
展
示

会
な
ど
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
装
飾

を
行
う
会
社
で
働
い
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
道
の
駅
い
く
さ
か
の

郷
に
行
け
ば
、
村
内
の
方
々
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
も
の
や
、
近

隣
の
方
々
が
集
ま
っ
て
い
た
だ
け

る
、
何
か
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
か

も
。
と
思
って
い
た
だ
け
る『
場
』

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、い
く
さ
か

の
郷
で
生
産
者
様
、
お
客
様
、い

ろ
い
ろ
な
方
々
に
、ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
活
動
で
き
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、
道
の
駅
い

く
さ
か
の
郷
へ
お
越
し
い
た
だ

き
、
皆
様
の
お
声
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
来
店
、お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
! !

�

（
盛
川
　
克
己
）

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
道
の

駅
で
の
業
務
に
応
募
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
き
っ
か
け
が
、
道
の
駅
の

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
冊
子
と
出
会

い
、ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
い
く
毎

に
、
人
が
集
ま
る
『
場
』
と
い
う

と
こ
ろ
に
何
か
面
白
い
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
？
と
い
う
想

い
が
募
り
ま
し
た
。

ま
た
、
自
然
豊
か
な
田
舎
で
、

リ
タ
イ
ア
し
て
か
ら
で
は
な
く
、

田
舎
暮
ら
し
を
し
て
、
少
し
で

も
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
よ
い

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
道
の

新
し
い
い
く
さ
か
大
好
き
隊
員

四
月
二
十
二
日
よ
り
、
道
の
駅

い
く
さ
か
の
郷
、
駅
長
“
補
佐
”

と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
、

盛
川
克
己
と
申
し
ま
す
。
よ

に
す
る
計
画
が
あ
り
、
７
月
下

旬
の
夏
休
み
前
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
て
近
隣
施
設
の
管
理
や
運

営
、
地
域
住
民
の
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
特
に
キ
ャ
ン
プ
場
が

山
の
上
な
の
で
環
境
や
眺
望
が

す
ば
ら
し
い
反
面
、
火
気
の
扱

い
や
獣
対
策
な
ど
い
ろ
い
ろ
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が

あ
り
ま
す
が
高
津
屋
森
林
公
園

を
多
く
の
人
に
認
知
し
て
も
ら

う
良
い
機
会
な
の
で
尽
力
し
て

い
き
ま
す
。

�

（
本
田
　
健
一
）

こ
と
を
あ
ま
り
知
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。 農

業
支
援
の
服
部
で
す
。

　
昨
年
の
五
月
に
生
坂
村
に

来
て
も
う
一
年
が
経
ち
ま
し

た
。現

在
私
は
ぶ
ど
う
栽
培
の

研
修
中
で
す
が
、
昨
年
は
初

め
て
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
、
た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に

作
業
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
が

あ
り
、
ま
だ
ま
だ
生
坂
村
の

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に

ぶ
ど
う
も
二
年
目
の
シ
ー
ズ
ン

に
突
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
の
四
月
か
ら
は
小

四
に
な
る
息
子
が
生
坂
村
に
来

る
こ
と
に
な
り
、
息
子
と
の
二

人
暮
ら
し
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
正
直
色
々
と
不
安
で
は

あ
り
ま
す
が
、
自
分
で
選
ん
だ

道
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
息
子

に
は
こ
れ
が
良
い
思
い
出
に
な

る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た

ら
、
二
人
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
り

焚
き
火
を
し
た
り
す
る
の
も
い

い
か
な
。

�

（
服
部
　
真
司
）

48
（通巻106号）

高
津
屋
森
林
公
園
で
も

高
津
屋
森
林
公
園
で
も

頑
張
り
ま
す

頑
張
り
ま
す

二
年
目
を
迎
え
て

二
年
目
を
迎
え
て

盛川　克己

令和４年度改修予定の屋外トイレ
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み
ん

な
で

生
坂

村
を

盛
り

上
げ

よ
う

！
！

※
有

効
期

限

令
和

４
年

１
０

月
３

１
日

（
月

）

【
表

の
見

方
】

　
　
　
事
　
業
　
所
　
名
　

代
 表
 者
 名

　
　
　
取
 　
扱
 　
品

電
話
番
号

か
つ
い
え
お
や
き
店
　

甲
斐

澤
　

え
り

子
ア
マ
イ
ケ
建
工

上
條

　
信

次
A
to
m
ic
シ
ラ
サ
ワ
　

白
澤

　
　

敏
生
坂
村
歯
科
診
療
所

古
谷

　
　

洋
9

0
1

3
-

9
6

事
工

木
土

築
建

5
0

1
3

-
9

6
売

販
造

製
き

や
お

き
焼

灰
電

化
製

品
販

売
、

上
下

水
道

・
設

備
工

事
3

2
3

3-
9

6
院

医
科

歯
8

6
0

2-
9

6

工
芸
と
喫
茶
ひ
と
つ
石

成
田

　
智

英
生
坂
竹
内
工
務
店
㈲

竹
内

　
一

郎
生
坂
石
油
　

平
林

　
元

気
喫

茶
、

工
芸

品
販

売
0

9
0

-
3

6
1

3
-
6

0
7

2
建

築
工

事
、

リ
フ

ォ
ー

ム
、

資
材

6
9

-
2

4
3

5
レ

ギ
ュ

ラ
ー

ガ
ソ

リ
ン

、
軽

油
、

灯
油

販
売

6
9

-2
4

7
8

竹
乃
内
旅
館
　

竹
内

　
　

久
㈲
石
川
組
　

石
川

　
昌

弘
腰
原
商
店
　

腰
原

　
み

ど
り 6

9
1

2-
9

6
売

販
類

酒
4

3
0

3-
9

６
事

工
木

土
6

6
0

3-
9

6
館

　
旅 藤
澤
醸
造
㈱
　

藤
澤

　
純

子
岩
下
木
工

岩
下

　
嘉

寿
藤
澤
新
聞
店
　

藤
澤

　
　

健
漬

物
・

味
噌

・
醤

油
製

造
販

売
6

9
-
2

0
3

0
建

具
製

造
、

ふ
す

ま
障

子
張

替
６

9
-
2
4
9

0
新

聞
、

信
毎

書
籍

販
売

、
チ

ラ
シ

折
込

8
7

-
2

3
5

4

生
坂
村
お
じ
さ
ま
倶
楽
部

吉
澤

　
盛

夫
ヱ
ビ
ス
屋
　

齋
藤

　
裕

二
原
井
商
店
　

原
井

　
八

重
子

サ
カ
ヅ
メ
理
容
店
　

坂
爪

　
基

浩 1
4

1
2

-
9

6
容

　
理

1
0

2
2

-
9

6
売

販
品

料
食

、
こ

ば
た

、
類

酒
7

4
3

4
-

2
5

0
8

-
0

9
0

事
工

修
改

宅
住

4
1

1
2-

9
6

ば
そ

生 女
・
人
竹
っ
こ
く
ら
ぶ

竹
内

　
清

枝
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
 （
ゲ
ー
ト
）

細
井

　
太

樹
栁
澤
商
店
　

栁
澤

　
哲

子
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
　

瀧
澤

　
な

が
子

女
・

人
　

竹
っ

こ
お

や
き

、
竹

っ
こ

弁
当

、
竹

っ
こ

冷
凍

お
や

き
6

9
-3

0
6

6
解

体
工

事
、

リ
フ

ォ
ー

ム
、

古
材

、
古

道
具

販
売

0
8
0
－

3
4
0
6
－

3
2
0

4
4

1
3

3-
9

6
容

　
美

2
5

0
3-

9
6

品
粧

化

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
 猫
の
あ
く
び

寺
岡

　
謙

次
㈲
瀧
澤
　

瀧
澤

　
正

基
リ
バ
ー
美
容
室
　

五
十

嵐
　

若
子

6
容

　
美

1
3

1
3

-
9

6
料

肥
、

材
資

業
農

　
ー

タ
ン

セ
農

営
手

川
1

4
4

2
-

9
６

事
工

道
水

・
気

電
8

2
9

2
-

7
6

3
5

-
0

9
0

茶
喫

と
ン

パ
り

く
づ

手
9

-2
0

2
5

カ
フ
ェ
 ひ
ま
わ
り

竹
内

　
美

紀
㈲
瀧
創

瀧
澤

　
富

男
　

ネ
ソ

カ
ナ

容
理

郷
の
か
さ
く
い
　
駅
の
道

中
曽

根
　

真
紀

軽
食

、
洋

風
居

酒
屋

（
要

予
約

）
0

8
0

-
5

1
0

9
-
4

4
5

7
カ

ー
テ

ン
、

壁
紙

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

フ
ロ

ア
他

7
2

0
2-

9
6

容
　

理
0

3
9

1-
9

6
売

直
物

産
農

4
9

3
4-

8
7

9
9-

0
9

0

　
組
山
中

㈲
家
ん
さ
あ
か

中
山

　
英

也
理
容
ヨ
シ
ザ
ワ
　

吉
澤

　
輝

子
特

産
品

販
売

、
飲

食
、

灰
焼

き
お

や
き

6
9

-2
7

1
2

家
周

り
の

外
構

及
び

水
道

工
事

、
下

水
道

工
事

、
薪

販
売

、
建

物
解

体
4

1
1

2-
9

6
容

　
理

7
3

0
2-

9
6

生
坂
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
み
荘

原
田
建
築
工
房
㈱
　

原
田

　
静

雄
池
田
理
容
店

池
田

　
忠
3

9
4

2
-

9
6

容
　

理
1

2
6

6
-

2
６

事
工

修
改

宅
住

、
事

工
築

建
2

3
0

2
-

9
6

事
食

、
浴

入
、

泊
宿

平
林
設
備
　

平
林

　
真

一 7
9

2
2-

9
6

事
工

備
設 平
林
建
設
㈱
　

平
林

　
慶

則
㈲
ガ
レ
ー
ジ
イ
ク
サ
カ
　

太
田

　
光

恵
土

木
工

事
、

建
築

一
式

、
太

陽
光

発
電

6
9

-3
1

2
1

自
動

車
販

売
整

備
、

カ
ー

用
品

販
売

6
9

-3
0

5
6

平
林
工
務
店

平
林

　
正

明
東
新
自
動
車
　

平
林

　
和

樹

風
の
杜
農
園

田
村

　
正

啓
6

5
1

2
-

9
6

装
塗

金
鈑

、
備

整
売

販
車

動
自

4
7

0
2

-
9

6
事

工
築

建

ぶ
ど

う
各

種
販

売
、

全
国

発
送

6
9

-
3

3
7

2
藤
沢
商
会
㈲
　

藤
澤

　
政

文
北
安
陸
送
㈱
　

丸
山

　
照

二
一
期
一
會

白
井

　
亮

一

寺
島
農
園

寺
島

　
慶

次
0

4
0

2
-

9
6

送
運

物
貨

域
区

般
一

6
4

0
2

-
9

6
売

販
具

機
農

、
事

工
骨

鉄
木

の
伐

採
0

8
0

-3
6

1
2

-2
6

8
0

0
1

0
1

-
9

6
売

販
う

ど
ぶ

藤
沢
電
工
　

藤
沢

　
孝

雄
松
田
興
業

松
田

　
　

弥

㈱
野
の
香

石
原

　
徳

義
1

8
6

2
-

9
6

売
販

材
資

宅
住

、
業

送
運

2
8

1
2

-
9

6
事

工
気

電
・

備
設

巨
峰

・
シ

ャ
イ

ン
マ

ス
カ

ッ
ト

、
い

ち
ご

販
売

6
9

-3
3

1
2

富
士
防
災
設
備
㈱
松
本
支
社
　

宮
川

　
　

明
㈲
望
月
自
動
車
工
業
　

望
月

　
　

正

原
井
農
園
　

原
井

　
幸

子
3

3
3

2
-

9
6

備
整

売
販

車
動

自
0

5
0

3
-

6
3

売
販

品
用

災
防

、
事

工
備

設
災

防

0
3

4
3-

9
6

売
販

う
ど

ぶ
横
川
板
金

横
川

　
真

寿

姫
野
農
園
　

姫
野

　
　

功
0

3
6

6-
8

8
金

板
宅

住

ぶ
ど

う
販

売
　

　
　

　
　

　
0

9
0

-
1

2
7

5
-
6

9
2

0
生
坂
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

ぶ
ど
う
園
　
く
く
る

金
元

　
久

巳
草

刈
り

、
剪

定
な

ど
村

民
の

生
活

支
援

業
務

6
9

-1
1

0
5

ぶ
ど

う
(シ

ャ
イ

ン
マ

ス
カ

ッ
ト

、
ナ

ガ
ノ

パ
ー

プ
ル

、
ク

イ
ー

ン
ニ

ー
ナ

な
ど

)
0

8
0

-8
9

1
8

-2
1

0
0

村
松
農
園

村
松

　
由

規
ナ

ガ
ノ

パ
ー

プ
ル

、
シ

ャ
イ

ン
マ

ス
カ

ッ
ト

、
巨

峰
6

9
-2

7
4

4

高
津
屋
森
林
公
園

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

ハ
ウ

ス
、

コ
テ

ー
ジ

6
9

-3
9

0
0

生
坂

村
生

活
応

援
商

品
券

　
取

扱
店

一
覧

松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
農
協
生
坂
支
所

歯
科

医
療

理
美

容

小
売

建
設

・
建

築
電

気
・

設
備

関
係

飲
食

店
・

宿
泊

食
品

製
造

販
売

観
光
農
園
・
公
園

自
動
車
・
運
輸

林
業

そ
の

他

←
取
扱

店
に

は
、

こ
の

マ
ー
ク

が
掲
示

さ
れ
て

い
ま
す

。
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◦
群
馬
県
桐
生
市
　
令
和
三
年

二
月
二
五
日
火
災
発
生

原
因
…
焚
き
火
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
枯
草
に
燃
え

広
が
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。

栃
木
県
足
利
市
の
山
火
事

は
、
ハ
イ
カ
ー
な
ど
の
煙
草
の

不
始
末
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
中
で
、
煙
草
の
吸

い
殻
は
捨
て
ず
に
持
ち
帰
る
、

火
を
使
用
し
た
場
合
は
、
き
ち

ん
と
水
な
ど
を
か
け
て
消
え
た

の
を
確
か
め
て
か
ら
帰
る
、
な

ど
の
マ
ナ
ー
を
守
り
、
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
火
災
が
発
生
し
た
当

日
は
、
い
ず
れ
も
乾
燥
注
意
報

が
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
空

気
が
乾
燥
し
て
い
る
状
態
の
枯

草
や
木
は
、
と
て
も
燃
え
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。
乾
燥
注
意

報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
日
は
焚

き
火
を
行
わ
な
い
、
又
は
中
止

す
る
な
ど
に
よ
り
一
層
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
松
本

広
域
消
防
局
で
は
、
春
に
多
発

す
る
傾
向
が
あ
る
山
火
事
を
防

止
す
る
た
め
、
火
災
予
防
広
報

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
世
界
的
に
流
行
し
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
受
け
、
外
出
の
自

粛
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
方
は
、
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、「
山

な
ら
密
に
な
ら
ず
に
安
全
。」と

訪
れ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

万
が
一
の
山
火
事
が
起
き
な
い

よ
う
、
そ
し
て
入
山
禁
止
の
場

所
に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

～
過
去
の
山
火
事
に
つ
い
て
～

◦
栃
木
県
足
利
市
　
令
和
三
年

二
月
二
一
日
火
災
発
生

原
因
…
煙
草
の
吸
い
殻
か
ら

燃
え
広
が
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。

◦
東
京
都
青
梅
市
　
令
和
三
年

二
月
二
三
日
火
災
発
生

原
因
…
焚
き
火
の
不
始
末
が

原
因
と
推
測
さ
れ

る
。

《
山
の
事
故
防
止
》

～
山
菜
採
り
に
も
ご
用
心
～

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
山
菜

取
り
で
入
山
さ
れ
る
方
も
多
く

い
る
と
思
い
ま
す
。
山
菜
を
求

め
て
、
道
が
狭
く
勾
配
が
急
な

場
所
で
足
を
滑
ら
せ
て
大
け
が

を
し
て
し
ま
う
な
ど
の
災
害
も

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
足
場

が
悪
く
、
少
し
で
も
危
険
だ
と

思
う
場
所
は
行
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
暖
か
く
な
っ
て
く
る

と
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
の
毒
を
持

っ
た
生
物
の
活
動
も
活
発
に
な

っ
て
き
ま
す
。
春
の
山
に
は
多

く
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
毎
年

訪
れ
て
い
る
場
所
で
あ
っ
て
も

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ

い
。

　お
問
合
わ
せ
は

「
松
本
広
域
消
防
局
　
明
科
消

防
署
」

☎
〇
二
六
三-

六
二-

二
九
九
二

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
毎
年
六
月
一

日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と

定
め
、
全
国
各
地
で
人
権
特
設

相
談
所
の
開
設
、
啓
発
活
動
を

実
施
し
ま
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
と
は

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
の
委
嘱
を
受
け
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
人
権
を
守
る
た
め
の
活

動
を
し
て
い
る
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　
法
務
局
や
村
で
の
相
談
業

務
、
人
権
擁
護
委
員
の
日
や
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
た
啓

発
活
動
な
ど
、
一
年
間
を
通
し

て
地
域
と
密
接
し
た
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権

相
談

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権

心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

　
日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ

る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
お
悩

み
の
方
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

令
和
四
年
度
が
始
ま
り
、
早

く
も
一
カ
月
余
り
が
経
過
し
ま

し
た
。
今
ま
で
と
は
異
な
る
生

活
を
始
め
た
方
々
は
、
新
し
い

環
境
に
も
慣
れ
て
き
た
で
し
ょ

う
か
。

私
た
ち
松
本
広
域
消
防
局
で

も
新
体
制
と
な
り
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
「
生
命
・
身
体
・
財

産
を
守
る
。」と
い
う
消
防
の
使

命
を
果
た
す
べ
く
日
々
ま
い
進

し
て
お
り
ま
す
。

《
山
火
事
防
止
の
取
り
組
み
》

　
消
防
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、

山
火
事
の
約
七
割
が
冬
～
春

（
一
月
～
五
月
）に
か
け
て
集
中

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署
〈山火事防止と山の事故防止〉

六
月
一
日
は
人
権
擁
護

六
月
一
日
は
人
権
擁
護

委
員
の
日
で
す

委
員
の
日
で
す
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◦
日
時

　
令
和
四
年
六
月
五
日
（
日
）

　
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

◦
会
場

　
生
坂
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
集
団
指
導
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　
役
場
　
住
民
課

　
☎︎
六
九-

三
一
一
三

四
月
か
ら
生
坂
村
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
Ｉ
Ｃ
Ｎ
で
「
週
間
い

く
さ
か
ニ
ュ
ー
ス
」
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
元
い
く

さ
か
大
好
き
隊
の
笠
置
（
か
さ

ぎ
）
で
す
。

大
好
き
隊
卒
業
後
、
番
組
制

作
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
も
っ

と
村
の
こ
と
を
深
く
知
れ
る
機

会
と
思
い
、
引
き
受
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
民
の
皆
さ
ん
が
見
る
番
組

で
す
の
で
、
よ
り
身
近
で
細
や

か
な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
、

そ
し
て
楽
し
く
お
届
け
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

番
組
は
、
村
の
一
週
間
の
出

来
事
を
前
半
で
テ
ン
ポ
良
く
ポ

ン
ポ
ン
ポ
ン
と
紹
介
し
、
後
半

で
は
人
々
の
生
き
生
き
と
し
た

姿
や
生
坂
村
の
豊
か
な
自
然
な

ど
を
ゆ
っ
た
り
と
見
て
も
ら
う

と
い
う
構
成
に
し
て
い
ま
す
。

村
の
出
来
事
の
み
を
知
り
た

い
方
は
、
前
半
部
分
を
見
て
い

た
だ
き
、
時
間
が
あ
る
時
に
は

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　
な
お
、
よ
り
新
鮮
な
情
報
を

お
届
け
す
る
た
め
、
五
月
か
ら

更
新
日
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
一
週
間
の
出
来
事
を
翌
月
曜

日
か
ら
放
送
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
週
間
い
く
さ
か

ニ
ュ
ー
ス
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

�

（
笠
置
　
克
人
）

後
半
も
見
て
い
た

だ
く
等
、
毎
日
放

送
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の

生
活
に
合
わ
せ
て

 　

　
生
坂
村
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

日
頃
よ
り
明
科
高
校
の
教
育
活
動
に

ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
も
明
科
高
校
の
取
組
や
日

常
の
学
校
生
活
を
皆
様
に
わ
か
り
や

す
く
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◎
新
任
式
・
始
業
式

　
四
月
に
九
人
の
転
任
職
員
を
お
迎

え
し
ま
し
た
。転
任
職
員
の
中
に
は
、

以
前
明
科
高
校
に
勤
務
し
て
い
た
職

員
も
お
り
、
生
徒
の
整
然
と
椅
子
に

座
り
壇
上
を
見
な
が
ら
話
を
聞
く
姿

を
見
て
「
随
分
変
わ
っ
た
な
」
と
明

科
高
校
の
変
容
を
感
じ
た
よ
う
で
し

た
。

　
始
業
式
の
校
長
講
話
の
中
で
は
、

過
日
来
校
さ
れ
た
教
科
書
販
売
業
者

の
方
か
ら
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。「

毎
年
来
て
い
ま
す
が
、
今
年
の

生
徒
さ
ん
も
挨
拶
が
で
き
る
し
、
人

に
接
す
る
態
度
が
よ
く
な
っ
て
い
ま

す
ね
」

　
い
つ
も
内
側
か
ら
み
て
「
最
近
よ

く
な
っ
た
な
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
外
部
の
方
か
ら
生
徒
（
学
校
）

の
成
長
を
認
め
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
こ
の
上
な
い
喜
び
を
感
じ
ま

し
た
。

新
任
式･

始
業
式

　

   

　入
学
式

◎
少
人
数
の
学
び

　
八
八
人
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校

生
徒
二
三
二
人
（
二
年
生
六
〇
人
、

三
年
生
八
四
人
）
で
新
年
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
　
　

　
入
学
者
数
が
定
員
（
一
二
〇
人
）

を
下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
結
果
的
に
一
ク
ラ
ス
が
三
〇
人

以
下
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
手
厚
い
支
援
が
で
き
る

環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。
広
々
と
し

た
校
舎
で
ゆ
っ
た
り
と
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
も
本
校
の
特
徴
で
す
。

（
文
責
　
教
頭
　
堀
内
雅
司
）

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

Ｉ
Ｃ
Ｎ
か
ら

お
知
ら
せ
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来年４月に採用予定の松本広域連合消防職員採用資格試験（上級）を次のとお

り実施します。 

 

■ 募集内容 

  試験区分 

試験区分 採用予定者 受験資格 

上級 消防 若干名 平成６年４月２日から平成１３年４月１

日までに生まれた人で、大学卒業程度の学

力を有する人（日本国籍を有する人） 

 

■ 第１次試験（教養・適性・体力試験） 

 ⑴ 日程 令和４年６月２６日（日） 

 ⑵ 場所 教養試験 松本市役所波田支所（松本市波田 4417-1） 

      体力試験 松本市波田体育館（松本市波田 10098-1） 

■ 申込期間 令和４年６月３日（金）から６月１０日（金）まで

  郵送事故防止のため、必ず、 してください。新型コロナウイ

ルス感染症の拡大防止のため、本人持参の申込みは受け付けません。 

 

■ 試験案内・申込用紙 

※ 郵送希望の方は、１４０円切手を貼付し、送付先の住所・氏名を記載した 

角型２号の返信用封筒を同封のうえ、赤字で「試験案内希望」と明記して、 

お早めに、次の宛先に請求してください。 

〒390－1401 

 長野県松本市波田 4417番地 1 松本市役所波田支所４階 

 松本広域連合事務局総務課  電話 0263-87-5460 

※ 松本広域連合ホームページは、http://www.m-kouiki.or.jp 

   松本広域消防局ホームページは、 

   http://www.m-kouiki119.jp/matsu/MatsuServ 

 

松本広域連合消防職員採用資格試験（上級） 

申込期間 令和４年６月３日（金）から６月１０日（金）まで 

 （※ 申込方法は、期間内必着、簡易書留で郵送）

 

（※ 必着）

簡易書留で郵送

松本広域連合及び松本広域消防局のホームページからダウンロードし、使

用してください。 
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■
加
藤
正ま
さ

治は
る

先
生

　
　漫
画
完
成
記
念

　
　企
画
展
を
行
い
ま
す
！

　
生
坂
村
が
誇
る
偉
人
で
、
日

本
の
近
代
化
を
進
め
た
法
学
者

加
藤
正ま

さ

治は
る

先
生
の
漫
画
が
完
成

し
ま
し
た
。
す
で
に
お
手
元
に

届
い
て
い
る
か
と
は
思
い
ま
す

が
、
ご
覧
い
た
だ
け
た
で
し
ょ

う
か
。

こ
の
ほ
ど
漫
画
の
完
成
を
記

念
し
て
図
書
室
に
て
企
画
展
を

行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
先
生

の
足
跡
を
辿
り
、郷
里
・
生
坂
村

へ
の
想
い
に
触
れ
、
新
た
な
生

坂
の
魅
力
を
発
見
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、『
生
坂
村
誌
』
と
こ
の

加
藤
正ま

さ

治は
る

先
生
の
漫
画
は
、
今

年
度
電
子
化
し
て
、
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

詳
細
を
決
定
し
次
第
、
広
報
で

お
伝
え
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

期
間
　
六
月
六
日
（
月
）
～

　
　
　
　
一
八
日
（
土
）

場
所
　
生
涯
学
習
施
設

　
　
　
　
た
ん
ぽ
ぽ
内
図
書
室

　
時
間
　
一
〇
時
～
一
八
時

　
　
　
　（
土
曜
日
は
一
七
時

　
　
　
　
ま
で
）

　
問
合
せ
　
六
九-

三
〇
五
〇

　
※
感
染
症
対
策
を
し
た
上
で

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

日
々
緑
が
深
ま
り
、
梅
雨
の

足
音
が
近
づ
い
て
き
て
い
る
こ

の
頃
、
皆
様
お
変
わ
り
な
く
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
少
し
前
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
春
は
山
菜
料
理
を
楽

し
み
ま
し
た
。
タ
ラ
の
芽
と
こ

ご
み
は
天
ぷ
ら
に
、
わ
ら
び
は

お
味
噌
汁
や
お
浸
し
に
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
子
供
の
こ
ろ
は
苦
手
だ
っ
た

山
菜
の
ほ
ろ
苦
さ
も
、
い
つ
の

間
に
か
こ
の
時
期
の
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。
皆
様
は
生
坂
の
春

を
ど
う
楽
し
み
ま
し
た
か
。

今
月
も
広
報
い
く
さ
か
を
お

読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
六
月
号
も
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
に
。�

（
西
村
）

編
集
後
記

編
集
後
記

　
四
月
一
日
か
ら
男
性
の
育
児
参
加
を
促
す
改
正
育
児
休
業
法
の
段
階
的
な
施
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
企
業
は
社
員
ま
た

は
社
員
の
配
偶
者
の
妊
娠
・
出
産
が
わ
か
っ
た
ら
育
児
休
業
制
度
に
つ
い
て
伝
え
、
取
得
の
意
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
「
義

務
」
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
段
階
的
に
育
休
が
取
り
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

男女共同参画マンガで考えよう！

身近なジェンダー － 第2回 －
新

©段　丹映子　無断転載禁止
（「ちいさなジェンダー」ほうずき書籍）

奥:タラの芽　左:こごみ　右:大葉

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　　
申
し
上
げ
ま
す
◆

申
し
上
げ
ま
す
◆

腰
原
　
敏
夫�

さ
ん（
88
歳��

草
　
尾
）

平
林
　
健
美�

さ
ん（
89
歳��

下
生
野
）

曽
根
原
清
三�

さ
ん（
94
歳��

昭
　
津
）

村
松
　
久
子�

さ
ん（
58
歳��

下
生
野
）

田
中
　
純
子�

さ
ん（
79
歳��

下
生
坂
）

★
お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

　
　
　
　  

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す
★

白
井
　
心み
さ
き咲�

ち
ゃ
ん（
4
月
7
日
生
）

亮
一
さ
ん
・
舞
さ
ん（
宇
留
賀
）

き
ま
し
ょ！

図
書
室

パパの育休制度



生坂村ホームページ

合同で県道の合同で県道の
美化作業美化作業

星野 耕
こう

汰
た

 ちゃん（2歳）
大日向／卓さん・莉紗さん

こんげつの

いい顔

こうたも　　畑行くの！

こ
の
作
業
は
、村
の
玄
関
口
に

当
た
る
道
路
の
美
化
を
望
む
声

が
あ
り
、平
成
一
九
年
か
ら
毎
年

こ
の
時
期
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

雨
が
降
る
悪
天
候
の
中
で
し

た
が
、参
加
者
は
手
作
業
や
重
機

で
丁
寧
に
ご
み
を
集
め
、ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
に
載
せ
て
回
収
し
、交

通
安
全
の
向
上
や
景
観
の
美
化

を
図
り
ま
し
た
。

県
道
上
生
坂
信
濃
松
川
停
車

場
線
の
美
化
作
業
を
四
月
一
八

日（
月
）に
地
元
団
体
、建
設
業

組
合
、
松
本
建
設
事
務
所
と
生

坂
村
が
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

駐
在
所
下
か
ら
国
道
一
九
号

交
差
点
ま
で
の
約
一・
五
キ
ロ
を

約
三
〇
名
の
関
係
者
が
道
の
両

側
に
散
ら
ば
る
落
葉
や
木
の
枝

な
ど
を
重
機
や
ス
コ
ッ
プ
を
使

っ
て
片
付
を
行
い
ま
し
た
。


